
平成１８年（２００６年）５月

編 集

後 記
議会報編集委員会から

今
回
は
、
当
初
予
算
を
は
じ
め
国
民
保

護
対
策
及
び
緊
急
対
処
事
態
本
部
条
例
な

ど
を
含
む
52
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
も
、
小
中
一
貫
教
育
関
連
の

予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
大
き
な
話
題
と
な

り
ま
し
た
。
同
案
は
、
多
く
の
議
員
か
ら

色
々
な
角
度
か
ら
質
疑
や
一
般
質
問
が
あ

り
、
そ
の
関
係
か
ら
議
会
の
傍
聴
に
見
え

た
方
も
、
多
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
傍
聴
に
は
、
教
育
関
係
の
方
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
小
中

一
貫
教
育
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
と
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
豊
田
　
吉
雄
）

「やしお市議会だより」は、新聞折り込みでお届けしています。市役所、八潮駅、お近くの公共施設などでもお受け取りになれます。

８

川
市
は
、
会
派
１
人
あ
た
り
月
額
２

万
円
で
年
額
２４
万
円
の
政
務
調
査
費

を
交
付
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
八
潮
市
災
害
派
遣
手
当
等

の
支
給
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
で

は
、
意
見
と
し
て
、「
災
害
派
遣
で

の
自
然
災
害
手
当
の
支
給
条
例
は
必

要
で
あ
る
が
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お

け
る
手
当
も
含
ま
れ
て
お
り
、
自
然

災
害
だ
け
の
手
当
の
支
給
条
例
と
す

べ
き
な
の
で
、
反
対
す
る
」
と
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

１３
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
１７
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
の
補
正

予
算
関
係
１
議
案
、
平
成
１８
年
度
八

潮
市
一
般
会
計
予
算
の
予
算
関
係
１

議
案
、
そ
の
他
、
八
潮
市
議
会
政
務

調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
な

ど
、
あ
わ
せ
て
１３
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

平
成
１８
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
予

算
の
関
連
で
は
、「
小
中
一
貫
教
育

を
八
條
中
学
校
で
実
施
す
る
予
定
に

な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
」
の
質
疑
に

対
し
、「
平
成
１５
年
度
か
ら
八
條
中

学
校
と
八
條
北
小
学
校
に
お
い
て
、

ス
ク
ー
リ
ン
グ
ジ
ョ
イ
ン
ト
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
不
登

校
対
策
の
一
つ
の
事
業
で
あ
り
、
成

果
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
八
條
中
学

校
は
、
最
大
で
１８
学
級
あ
っ
た
が
、

現
在
は
、
６
学
級
で
、
八
條
北
小
学

校
が
７
学
級
な
の
で
、
十
分
に
八
條

中
学
校
の
校
舎
で
、
一
緒
に
学
習
が

で
き
る
。
さ
ら
に
、
八
條
中
学
校
と

八
條
北
小
学
校
は
、
隣
接
し
て
い
る

た
め
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

八
潮
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
で
は
、「
政
務
調
査

費
の
近
隣
市
の
交
付
状
況
に
つ
い

て
」
の
質
疑
に
対
し
、「
草
加
市
は
、

月
額
９
万
円
で
年
額
１
０
８
万
円
、

越
谷
市
は
、
会
派
１
人
あ
た
り
月
額

４
万
円
で
年
額
４８
万
円
、
議
員
個
人

に
月
額
４
万
円
で
年
額
４８
万
円
の
あ

わ
せ
て
年
額
９６
万
円
、
三
郷
市
と
吉

議
　
案

委員会の動き 
（任期：平成15年９月28日から平成16年９月27日まで、議席番号順）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

民
経
消
防
常
任
委
員
会

陳
　
情

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
１７
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
な
ど
、

補
正
予
算
関
係
７
議
案
、
平
成
１８
年

度
八
潮
市
一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算

関
係
８
議
案
、
そ
の
他
、
八
潮
市
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許
可
等
の

基
準
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
な
ど

９
議
案
、
あ
わ
せ
て
２４
議
案
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

平
成
１７
年
度
八
潮
市
上
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
で
は
、

意
見
と
し
て
、「
今
回
の
補
正
は
、

継
続
費
の
変
更
、
い
わ
ゆ
る
中
央
浄

水
場
の
更
新
事
業
の
変
更
で
あ
る
。

平
成
１８
年
度
か
ら
の
水
道
料
金
値
上

げ
の
大
き
な
理
由
が
、
こ
の
中
央
浄

水
場
の
更
新
事
業
で
あ
っ
た
。
そ
れ

を
理
由
に
し
て
い
る
な
ら
ば
、
も
う

少
し
き
ち
ん
と
し
た
対
応
が
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
私
た
ち
は
、

料
金
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
市
民

に
負
担
を
強
い
る
の
は
、
色
々
と
手

立
て
を
尽
く
し
た
後
と
い
う
こ
と
で

意
見
を
述
べ
た
。
そ
の
よ
う
な
理
由

で
、
今
回
の
補
正
に
つ
い
て
は
、
反

対
す
る
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
１８
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
予

算
の
関
連
で
は
、「
高
齢
者
向
け
優

良
賃
貸
住
宅
の
整
備
状
況
と
家
賃
の

補
助
状
況
に
つ
い
て
」
の
質
疑
に
対

し
、「
現
在
、
既
設
で
、
２
箇
所
、

２
棟
あ
り
、
１
棟
が
９
戸
、
も
う
１

棟
が
２７
戸
の
あ
わ
せ
て
３６
戸
で
あ

る
。
今
回
の
予
算
は
、
こ
の
３６
戸
の

家
賃
補
助
で
あ
り
、
今
後
、
新
設
の

予
定
は
な
い
。
ま
た
、
家
賃
の
補
助

に
つ
い
て
は
、
入
居
さ
れ
る
方
の
収

入
に
応
じ
て
、
交
付
さ
れ
、
限
度
が

３
万
円
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

２４
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
１７
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
な
ど
、

補
正
予
算
関
係
４
議
案
、
平
成
１８
年

度
八
潮
市
一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算

関
係
４
議
案
、
そ
の
他
、
八
潮
市
国

民
保
護
対
策
本
部
及
び
八
潮
市
緊
急

対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
に
つ
い
て

な
ど
９
議
案
、
あ
わ
せ
て
１７
議
案
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
１７
年
度
八
潮
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

で
は
、「
医
療
費
の
支
出
状
況
は
」

の
質
疑
に
対
し
、「
１７
年
度
支
払
い

で
高
齢
化
の
進
展
と
医
療
費
の
高
度

化
に
よ
り
、
一
般
被
保
険
者
療
養
給

付
費
で
４
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸

び
、
退
職
被
保
険
者
療
養
給
付
費
で

５
・
０２
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
１８
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
予

算
の
関
連
で
は
、「
八
潮
市
の
基
準

消
防
人
員
は
」
の
質
疑
に
対
し
、

「
八
潮
市
の
人
口
、
地
域
の
情
勢
な

ど
か
ら
１
２
０
名
の
署
員
が
必
要
で

あ
る
が
、
現
有
勢
力
は
、
９１
人
で
充

足
率
は
７６
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

八
潮
市
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び

八
潮
市
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条

例
に
つ
い
て
で
は
、「
本
部
が
設
置

さ
れ
る
時
は
ど
ん
な
時
か
」
の
質
疑

に
対
し
、「
国
民
に
危
機
が
及
ぶ
時

で
、
武
力
攻
撃
等
の
緊
急
事
態
が
生

じ
た
時
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
17

議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

■
合
併
推
進
特
別
委
員
会
の
開
催

平
成
１８
年
３
月
１７
日
の
本
会
議
終

了
後
に
、
合
併
推
進
特
別
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
合
併
に
つ
い
て
の
こ
れ

ま
で
の
取
組
み
の
経
過
や
埼
玉
県
市

町
村
合
併
推
進
構
想
（
仮
称
）
素
案

に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
、
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
安
易
な
民
間
開

放
は
行
わ
ず
、
充
実
を
求
め
る
意
見

書
」
提
出
に
関
す
る
陳
情

陳
情
者
住
所

東
京
都
港
区
西
新
橋

１
―

１７
―

１４
リ
バ
テ
ィ
１４
ビ
ル
３
Ｆ

陳
情
者

日
本
国
家
公
務
員
労
働
組

合
連
合
会
　
中
央
執
行
委
員
長

堀
口
　
士
郎

米
軍
再
編
推
進
関
連
法
案
の
国
会
提

出
中
止
の
意
見
書
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
者
住
所

埼
玉
県
桶
川
市
北
２

―

６
―

２４
穂
積
ひ
と
み
方

陳
情
者

自
主
・
平
和
・
民
主
の
た

め
の
広
範
な
国
民
連
合
・
埼
玉
代
表

世
話
人
　
奥
田
　
芳
郎

■
議
案
第
50
号

八
潮
市
助
役
の
選

任
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
１
６
２
条
の
規
定

に
よ
り
、
小
澤
政
人
氏
（
お
ざ
わ

ま
さ
と
、
大
字
西
袋
６
４
９
番
地
）

の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
51
号

八
潮
市
監
査
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

平
成
１８
年
３
月
３１
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
八
潮
市
監
査
委
員

に
、
大
山
浩
司
氏
（
お
お
や
ま
　
ひ

ろ
し
、大
字
木
曽
根
９
４
０
番
地
３
）

の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
52
号

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て

平
成
18
年
３
月
３１
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護
委
員
に
、

石
井
孝
光
氏（
い
し
い
　
た
か
み
つ
、

大
字
八
條
３
６
９
１
番
地
２
）
の
推

選
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
安
易
な
民
間

開
放
は
行
わ
ず
、
充
実
を
求
め

る
意
見
書
」
提
出
に
関
す
る
陳

情米
軍
再
編
推
進
関
連
法
案
の
国

会
提
出
中
止
の
意
見
書
に
つ
い

て
の
陳
情

用
語 

政
務
調
査
費 

　
議
員
の
調
査
研
究
に
資
す
る
た

め
、
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
本
市
の
場
合
は
、
平
成
１８
年
４

月
１
日
か
ら
会
派
の
所
属
議
員
１

人
あ
た
り
年
額
２０
万
円
の
政
務
調

査
費
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆


